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本論文では，暦年齢4-5歳と5-6歳の子どもの計数場面におけるカテゴリー情報の利用が，課題遂
行に有効な情報を判断できるか否かの違いから説明可能であることを示すことが目的とされた．こ
れまでの研究では，4-5歳の子どもは，課題状況に依存して課題を遂行する傾向があり，5-6歳は安
定して遂行可能であることが報告されてきた．このような課題遂行が何に起因するのかを明らかに
する上で，Sieglerの情報選択の多様性に関するモデル(The overlapping waves model)が適当であると
考えられた．情報選択のモデルは，利用できる情報と利用する割合の変化によって認知的変化を説
明するものである．4-6歳児期の情報利用のあり方は，実験課題の中に埋め込まれたさまざまな情
報を，課題要求に合わせて利用できるか否かに規定されることが推測された．このような課題要求
に合わせた情報利用を検討するために用いた課題は，数とカテゴリーの同時利用を，適切な課題遂
行の前提とする計数遂行時のカテゴリー情報の利用と，助数詞とカテゴリーの対応づけであった．
本論文で明らかにされたことは次の3点であった．(1)5-6歳児の主要な特徴は，課題の適切な遂行の
ためにカテゴリー情報を利用できるが，4-5歳では，カテゴリー情報の利用が求められた課題の遂
行に結びついていかない．(2)カテゴリー情報利用の個人差は，複数の情報が提示されたときに，
これらの情報をうまく関連づけることができるかという点と，カテゴリー知識が安定しているか否
かにおって生じる．(3)年齢間の違いは，多様な情報利用パターンの人数分布の違いとして表すこ
とできる．このような知見から，計数場面におけるカテゴリー情報の利用に関しては，個人差の集
積によって年齢による違いが生じており，4-5歳から5-6歳への変化は，連続的な変化の上に位置づ
けられることが示唆される．今後の展望として，個人内の認知的変化を明らかにするために，情報
利用パターンの多様な変化ルートの解明および情報提示側と情報利用側の共変関係の解明が必要で
あることが議論された．


